
企業の研究開発の現状認識に関するアンケート調査結果
令 和 ２ 年 1 0 月
経済産業省 産業技術環境局

 オープンイノベーション・ベンチャー創造協議会（JOIC）

企業会員（1031社のうちメーリングリスト登録908社）

※オンライン実施

■期間

■対象

 2020年7/17-8/19 ※初期締切7/31を延長実施

１． 研究開発に係る現状と潜在力に係る認識＜総合力＞
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２． 要素毎の現状認識＜リーマンショック前との比較＞

※５段階：３を「同程度」とし大きい数字ほど強化
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※研究開発を実施後、成果がでるま
で時間がかかることから見通し
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３． 今後強化が必要な要素

※単位：社数
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 回答企業数80社（重複２社）（回収率：８．６％）

※５段階：３を「同程度」とし大きい数字ほど強化
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